






 

研究目的 

 新生児マススクリーニングの全国実施に伴い,先天性代謝異常症には典型的

なもの以外に,非典型的な疾患が存在し,その中には治療を要するものと要しな

いもの,或る期間だけ治療が必要だがそれ以後は不要のもの,さらには,通常の

治療とまったく異った方法の必要なものがあり,その鑑別診断は極めて重要な

こととなってきた。今年度われわれは,高フェニルアラニン血症とヒスチジン血

症に関し,種々検討を行なったので報告する。 


